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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た

り
、
水
産
海
洋
学
会
長
の
木
村
伸

吾
東
京
大
学
教
授
は
、「
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
タ
イ
ト
ル
の
回

数
が
示
す
よ
う
に
今
回
で
53
回
を

数
え
る
も
っ
と
も
歴
史
が
あ
る
も

の
だ
。
こ
れ
ま
で
、
大
学
だ
け
で

な
く
、
水
産
試
験
場
な
ど
の
研
究

機
関
や
漁
業
者
と
の
三
位
一
体
で

活
動
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。近
年
、

変
動
す
る
地
球
環
境
の
影
響
が
水

産
業
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、

『
持
続
可
能
な
噴
火
湾
』
を
目
指

し
、
今
後
も
効
率
的
な
操
業
の
た

め
に
、
将
来
の
予
測
と
と
も
に
環

境
面
か
ら
の
提
案
を
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
こ
れ
に

続
き
、
北
海
道
大
学
髙
津
哲
也
教

授
か
ら
、「
２
０
２
３
年
の
秋
季

に
湾
内
の
表
層
水
温
は
過
去
最
高

を
記
録
し
、
広
範
囲
に
貧
酸
素
水

塊
が
発
生
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
貧
酸
素
水
塊
の
成
因

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
噴
火
湾

の
漁
業
資
源
や
ホ
タ
テ
養
殖
業
な

ど
を
踏
ま
え
、
噴
火
湾
の
将
来
に

つ
い
て
議
論
を
し
た
い
」
と
開
催

趣
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

噴
火
湾
で
は
、
春
季
に
親
潮
系

水
が
、
秋
季
に
は
津
軽
暖
流
水
が

そ
れ
ぞ
れ
流
入
し
湾
内
の
海
水

が
交
換
さ
れ
る
が
、
数
年
に
一

度
、
貧
酸
素
水
塊
が
生
じ
る
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
北
海
道
大
学

の
阿
部
泰
人
准
教
授
が
、
い
ま
ま

で
は
難
し
か
っ
た
貧
酸
素
水
塊
発

11階の窓　特別寄稿

と
現
場
の
距
離
を
近
く
す
る
必
要

が
あ
る
と
述
べ
た
。

　

総
合
討
論
で
は
、
噴
火
湾
の
環

境
変
化
に
よ
る
影
響
が
、
漁
業
と

し
て
や
れ
る
限
界
に
近
づ
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
重
ね
、
デ
ー
タ
を
取

り
、
知
恵
を
出
し
て
協
力
し
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
確
認

さ
れ
た
。
他
方
で
大
学
や
水
産
試

験
場
な
ど
の
研
究
機
関
は
、
調
査

に
お
け
る
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
漁
業

者
に
デ
ー
タ
収
集
な
ど
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
旨
の
発
言
も
あ
っ

た
。

♦

♦　
　

♦

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
対
象
と
な
る

噴
火
湾
で
は
、
北
海
道
大
学
に

よ
っ
て
、
道
総
研
水
産
試
験
場
や

水
産
技
術
普
及
指
導
所
と
の
連
携

の
も
と
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
海

洋
環
境
や
漁
業
資
源
の
調
査
・
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
後
援

す
る
（
公
財
）
北
水
協
会
は
、
平

成
３
年
か
ら
現
在
ま
で
34
年
に
わ

た
り
、
こ
れ
ら
噴
火
湾
で
の
北
海

道
大
学
の
研
究
を
支
援
し
て
お

り
、
そ
の
成
果
は
協
会
の
Ｈ
Ｐ
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
文
責　

公
益
財
団
法
人
北
水
協

会　

監
事　

中
村
慎
一
）

学
大
学
院
の
崔
天
暢
さ
ん
か
ら
、

２
０
２
３
年
秋
の
貧
酸
素
水
塊
の

影
響
に
つ
い
て
髙
津
教
授
か
ら
発

表
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
漁
業
資
源

に
つ
い
て
は
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
や

ア
カ
ガ
レ
イ
な
ど
の
底
魚
資
源
を

道
総
研
函
館
水
試
の
武
藤
卓
志
主

任
主
査
か
ら
、
ト
ヤ
マ
エ
ビ
、
ケ

ガ
ニ
な
ど
の
甲
殻
類
に
つ
い
て
、

道
総
研
栽
培
水
試
の
渡
野
邉
雅
道

研
究
主
幹
か
ら
発
表
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
道
総
研
函
館
水
試
の
夏

池
真
史
主
査
か
ら
は
、
ホ
タ
テ
養

殖
と
海
洋
環
境
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
、
近
年
の
夏
季
に
お
け
る

高
水
温
は
、
稚
貝
の
成
長
不
良
や

ホ
タ
テ
資
源
の
再
生
産
そ
の
も
の

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
夏
池

主
査
は
、
こ
の
よ
う
に
環
境
変
化

が
著
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
研
究

　“環境変化が厳しい時だからこそ、
　　研究と現場の距離を縮めたい ”

第 53回北洋研究シンポジウム

『噴火湾の海洋環境と漁業資源の変動』
3 月 7日、北海道大学水産学部水産科学未来人材育成館で、第 53回北洋研究シンポジウム「近
年の噴火湾における海洋環境と漁業資源の変動」（主催＝（一社）水産海洋学会、後援＝（公財）
北水協会）が開催された。当日は、道内外の研究者や企業関係者、学生、噴火湾の漁業者、漁
協・市町の職員ら 60名を超える参加があった。

生
を
予
測
す
る
手
法
に
つ
い

て
発
表
し
た
。
ま
た
、
道
総

研
函
館
水
試
の
鈴
木
祐
太
郎

主
任
主
査
か
ら
は
、
海
洋
観

測
の
結
果
、
近
年
は
親
潮
系

水
の
流
入
が
不
足
し
、
夏
季

に
は
高
気
温
に
よ
る
海
面
表

層
の
超
高
水
温
化
、
さ
ら
に

津
軽
暖
流
水
の
流
入
阻
害
な

ど
、
噴
火
湾
の
環
境
が
過
去

に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
ほ

か
、
噴
火
湾
に
お
け
る
冬
季

の
栄
養
塩
動
態
が
北
海
道
大

▲木村会長が開会挨拶

◀
北
大
髙
津
教
授
が
趣
旨
説
明


